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1　 研究の 目的

　現在、少子化 に伴 い 約半数 の 私立大学 で 定員

割れ が 起 きて い る （日本私立学校振興 ・共済事

業団，2008）。 特 に 「都市部」 よ りも 「地方」

の 大学で そ の 傾向 が 顕著 で あ り、地方私 立 大学

は 、大 学 の 生 き 残 り競争 の 中 で 非常 に 厳 し い 状

況 に 立 た され て い る。

　そ の た め 地方私 立大学で は 入 学者を確保すべ

く様 々 な対策を講 じて い る。中で も、学習や 就

職支援 にカ を入れ て い る大学 は多い
。

　 こ の よ うな状 況 下 に お い て、支 援 を 受け る側

の 学 生 は 、大 学 が 提 供 す る支 援 を どの よ うに 捉

え て い る の だ ろ うか。本報告で は、地方私 立 大

学 に通 う学 生 が、  大学が 行 う学習支援 に対 し

て どの ような意識 を持 っ て い る の か、学習行

動 ・意識 との 関連 か ら明 ら か にす る と と もに、

  職業 ・就 職 支援 に対す る意識 の 特徴や学習意

識 ・行 動 との 関係 につ い て 検討す る こ と を 目的

とす る。

2 　分析デ
ー

タ

　 2008 年 に 中国、四 国、九 州、関 西 地 方 の 11

大学 （私 立 大学 6 校、国 立 大 学 4 校 、公 立 大 学

表 1　 分析 対象者 の 属性

性 別　　　　 男　　　　　女

〔3658〕　 　　 　 45、D　 　　 55 ．0
学 年 　　　　1 年　　　　 2 年　　　　3 年　　　　4 年　　　 そ の 他

〔3662〕　　　　　　　　　32、8　　　　　　　34．5　　　　　　　　24 』4　　　　　　　　　8　5　　　　　　　　　0　3
選考

入文 社 会 理 学 工 学 農学

25．11737 ．41 ．53 ．7
1呆健 家政 教育 芸 術 そ の 他

〔3649）
0、56 ．631 呂 5．705

数値は箒に指定がな い 限り％とする．｝弧内 の 数値は 各項 目 の 有効 回答数

を示す ．
表 2　対象校

各大学 の 数値 は有効回答者数を示 す

1 校） の 学生 4，363名 を 対 象 に 「大学生 の 学習

経験 ・生 活 に 関す る調 査 」 を行 っ た。本稿 の 分

析 で は 、サ ン プ ル 数 の 少ない 2 校 （私立 1 校 、

公 立 1 校）、及び、A 大学の 短期大学部 の 学生

を除い た 3，695名分の 調 査データ を 用 い る 。

3　 学習支援 に 対す る意識

（1 ）　 分析 の 視点 と方法

　本報告 で は 、まず、地 方私立大学に 通 う大 学

生 が、学習支援 に 対 して どの よ うな意識 を持 っ

て い るの か、学生 の 学習行動 ・意識 との 関係 か

ら検討す る。

　近年、18 歳 人 口 の 減少 を背 景 に、あ ら ゆ る大

学 に お い て 、定員確保 の た め の 大学改革が 行 わ

れ て い る。そ れ らの 改革 の 中で も、大きな比 重

を占め て い るの は、従来、学生 の 「本分」 とさ

れ て きた、学習 に対 す る支援 と い え る だ ろ う。

例 えば、高校 か らの ス ム ーズ な移行 を成立 させ

る た め の 補習 教 育、初年 次 教 育、就 職 支 援 に特

化 しない キ ャ リア 教育な ど、大学で の 学 び を よ

り充実 させ る こ と を め ざ した 改革 が 様 々 な 領域

で 実 施 され て い る。

　 こ うした 学習支 援 の 盛 り上 が り と並 行 し て 、

大学生 の 学習行動や意識 に 関す る研 究 も、近 年

蓄積 されつ つ あ る （武 内編 2007 、大阪大学大学

院人 間科学研 究科教育技 術開発 学研 究 室 編

2004 な ど）。こ れ らの 研究 に お い て は、大学生

の 「ま じ め化 」、「生 徒化 」 な ど、近年、大学生

が 勉強 志 向を強 め て い る こ とが 指摘 され て い る。

しか しなが ら、藤井 ・山 田 編 （2005 ） も 問題 点

とし て 挙げ る ように、こ れ らの 調査 で は 「大学

や大学生の 多様性 が あま り考慮され て い な い 」
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（6頁）。つ ま り、個 々 の 大学 の 特質を 考慮 し た

上 で 、大学 生 の 学習 に 対す る行 動 、意識 お よび

学習支援 へ の ニ
ーズ が 十分 に検討され て い る と

は 言 い 難 い 状態 で ある。

　だ が、個 々 の 大学の 特質を考慮 した上で の 検

討 は 今後ますます重要な課題 となるだ ろ う。特

に、定員割 れ が 指摘 され る 地方私立 大 学 に お い

て は、大 学 生 の 学習 実態及 び 学生 の ニ
ーズ を十

分 に 考慮 し た 上 で 、学習支援が行われ る こ とが 、

授業 を成 立 させ る こ とは も と よ り、学生 の 学習

へ の 動機 づ けを行 い 、学生を卒業へ導 くた め に

も求められるか らで あ る。そ こ で、本報告 に お

い て は、他大学 との 比 較 を通 して、地 方 私 立 大

学 にお け る 大学生 の 学習支援 に 対す る 意識、及

び 学生 の 学習行 動 ・意 識 を 検 討す る こ ととす る。

（2 ）分析結果

　本報告 で は 、地 方 私 立 大 学 に 通 う大学生 の 学

習支援 に対す る 意識 を分析するが、こ こ で は、

まず、大学生 の 学習支援 に 対す る 意識 と は どの

よ うな も の な の か 、分 析対 象 と し た 地方大学全

体 の 結果 （表 3−1、表 3−2）か ら、調 査結果 の 概

要を示 した い 。なお 、国立 、私 立等大学別 の 分

析 に っ い て は、当 日配布する資料 に 譲る こ と と

す る 。

　 表 3・1 は、「資格取得 の た め の 支援 」 「奨学 金

の 充実 」 な ど、在学 し て い る 大学 に 対 し て 求 め

る こ とを 聞 い た 結 果 で あ る。こ こ か らは、学習

に 関す る支援 の 中 で も特 に、「自分の 関心の あ る

専門分野 が学べ る授業や カ リキ ュ ラム 」「自分 の

教養を 広 め る こ とが で きる授業や カ リ キ ュラ

ム 」 とい っ た カ リ キ ュ ラム に 関す る 内容や、「就

職活 動 の た め の 支援 」 へ の ニ
ーズ が 高い こ と が

分 か る。そ れ ら の 項 目 は、「とて も求めて い る」

　「ある程度求 め て い る 」 を合わ せ る とい ず れ も

9 割 以 上の 学生が該当 して い る。他方、比較的

ニ
ーズ の 低 い 支援内容 と し て は 、「補習 な ど学習

の た め の 支援 」 や 「奨学金 の 充実 」 が 挙 げられ

る。

　 で は、こ れ らの 項 目につ い て学生 は満足 して

い る の だ ろうか。表 3−2 は、同様 の 項 目 に つ い

て どの 程度満足 して い る か を 聞い た 結果 で あ る。

こ の 結果 か らは、学習に 関す る 支援 の 中で も特

に 、「自分の 関 心 の あ る専門分野 が学 べ る授業や

カ リ キ ュ ラ ム 」「自分 の 教養 を 広 め る こ とが で き

る授業や カ リキ ュ ラ ム 」 とい っ た カ リキ ュ ラ ム

に 関す る 内容や 、「奨学 金 の 充実」、「大学の 図 書

館 の 充 実」 とい っ た 項 目への 満足度が 高い こ と

が 分 か る。「とて も満足」、「やや満足 」 を あ わ せ

る と、い ず れ も 6割 以 上 の 学生が該 当 し て い る。

他方、比 較的満 足 度 の 低 い 支援内容 とし て は、

「資格取得 の ため の 支援」「就職活動 の た め の 支

援 」 「学内の 学習施設
・
設備 の 充実 」 が 挙げ られ

る。

　当 日の 発 表 で は 、こ れ らの 項 目に つ い て 、地

方 私 立 大学に焦点を絞 っ た場合、どの よ うな 特

徴 が み られ る の か 明 ら か に し、そ の 背景と し て 、

学生の どの よ うな 学習意識 ・行 動 が 影響を し て

い る の か 検討す る。

4 　職業 ・就職支援に 対する意識

（1 ）分析 の 視点

　近年 の 経済不況や就職状況 の 悪化 に よ り、大

学生 の 就職や職業への 関心 は高 い 。大 学も学 生

の 声 に応 え るべ く、キ ャ リア 教育や就職支援
・

指 導 に 力 を 入 れ 始 め て い る。

　谷内 （2005 ） に よ る と、「大学 に と っ て 就職

指導 と は、単 に 学生個 人 の 就職活動を支援する

だけで は なく、学生 の 就職率や 就職内容 （内定

先 の 程度〉が 大学 の 評価 に もっ な が るた め に 、

入 試 （入 り口 ）、教育内容や学生 生 活 と同様に 、

大学に と っ て は きわめて重要な要素 と なっ て い

る。」 （106 頁）とい う。少子 化 に よる入学者 の

減少を背景 と して、地 方 私 立大学 で も、就職率

向上 の ために学生 の 就職支援に 力 を 入 れ て い る

大学は多い。

　 こ う した、大学の 就職支援や キ ャ リア 教育に

つ い て の 調 査研究 は、就職環境 の 変化や大卒 ブ

リ
ーター ・

無業者 の 問 題 か ら近 年盛 ん に 実施 さ

れ て い る。（例えば、谷内 2005 、小 杉編 2007 、

永 野 2004 な ど） しか し、そ れ ら は、支援 の 実
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態や、大学の 選抜性 に よる差異が分析 の 中心 で

あ り、「地 方」の 大学に 焦点化 した も の で は ない
。

　 そ こ で 、本報告 で は 、地 方私 立 大学 に 焦点 を

当て 、学生 の 就職 ・職業支援 に対 す る 意識を明

らか に す る と と も に 、学習意識 ・行動 との 関連

に つ い て も分析を行 う。

（2 ）　 分析結果

　今 回 用 い た調査 で は 、 学生 の 就職 ・職業 に つ

い て集中的に 聞 い た質問 群 は 無 い 。分析 で は 、

大 学 生 活 で 身 に つ け た い 知 識 ・技能や 教員 ・大

学 に 求め る 支援 と満足 度、とい っ た質問群 か ら

就職 ・職業に 関す る質問 を 採用 した。

　 こ こ で は先ず、就職
・
職業以外の 項 目に も着

目 しなが ら、調査対象 とな っ た大学生の 就職 ・

職業意識 の 特徴を概観す る 。

  卒業後 の 仕 事 へ の 強 い 関 心

　表 4・1 で は 、大 学 生 活 で 身に つ け た い 知識 ・

技能 ・態度 に つ い て 聞 い て い る。そ の 中 で も 「卒

業後の 仕事で役立っ 知識 ・技能」 を 「ぜ ひ 身 に

つ けた い 」 と答 え て い る 学生 が 77．5％ と最 も多

く、卒業後の 仕事への 関心の 高さを伺 うこ とが

で き る。し か し、「卒業後 の 仕事 で 役 立 つ 知 識 ・

技 能」 が 実際 に 身 に つ い て い るか とい う と、そ

うで は ない 。「とて も身 に っ い て い る」 と答 えた

学生 は、2．5％ に過 ぎず 「ある 程度身 につ い て い

る」 と併 せ て も 25％ に満 た な い 。

　卒業後 の 仕事 へ の 関心 は 高 い が、そ れ に 係 る

知識や技能 が 身 に っ い て い る と感 じて い る学生

は 少 な く、現実 との ギ ャ ッ プ は 大きい 。

  大学 ・教員 に求 め る 支援と現実の ギ ャ ッ プ

　表 3・1 は 大学に 求 め る支援を聞い た結果 で あ

る、約 6 割 の 学 生 が、就職活動 の た め の 支援を

「とて も求 め て い る 」 と 回答 し て い る。こ の 項

目 は、専門分野 や 教養 とい っ た 学習 に係 る もの

を抑え て 最 も高い 比 率を示 し て お り、大学生 の

就職 に 対す る 関心 の 高さを 表 して い る と い えよ

う。ま た 、「資格取得 の た め の 支援 」 も就職 活 動

ほ ど で は ない が 51％ と こ ち ら も高い 数値 を 示

し て い た 。

　就職活動 の 支援 と資格取得 の 支援 との 相関は

高 く （相関係数 0．636 ）、就職活動 の 支援を 求 め

て い る学 生 は 同 じ く資格取得 の 支援 も求 め て い

る の で あ る。ま た 、「企業 が採 用 を 決定す る 際、

影響を与 え て い る と思 うもの 」 を聞い た質問で

は、7 割以上 の 学生 が 「資格」 を選択する と い

う結果 で あ っ た （表未記載）。

　 こ の よ うに、大学 生 は 学習 の 結果 と して の 資

格 で は なく、就職 の た め の 資格 を重視 して い る

とい え る 。 そ の た め 大学 に も就職 の た め の 資格

を 求 め る 声 が 高い とい え よ う。

　 し か し、就職に係 る支援 へ の 要望 は高い が 、

表 3・2 で 示 して い る よ うに就職活動 も資格取得

に 係 る支援 へ の 満 足 度 は ともに 10％未満 と低

い 。学 生 の 要 望 と現実 の 支援 に は 大 き な ギ ャ ッ

プ が あ る こ とが 分 か る。

　表 4−2 で は 求 め る 教員像 に つ い て 聞 い て い る。

就職支援をす る教員 を 「とて も求めて い る」 学

生は半数以 上 い る反面、「とて も多い 」 と感 じて

い る学生は 10％ 程度 と、約 4 割 の 学生 は 期待 と

現実 に ギ ャ ッ プ を感 じて い る。

（3 ） ま と め

　以上 、得 られ た 知 見 を ま とめ る と、地 方の 大

学 生 は 、1）就職や 進 路 へ の 関心 は 高く、大学生

活 を通 じ て それ らに 係 る知 識
・
技能 を身 に つ け

た い と考 え て い る。2）そ れ ゆえ、就職や 資格 取

得な どの 支援 を大学や教員 に 求 め る学 生 は 多 い 。

3）しか し、実際 の 支援 へ の 満足 度 は そ れ ほ ど高

くなく、大学生 の 要望 と大学が提供す る 支援 と

の 間 に ギャ ッ プ 大きい こ とが 分 か っ た。

　 で は こ う した傾向は、地方 の 私 立 大 学で も 同

様 だろ うか。当 日の 発表 で は 、設置者別や各大

学 に よ る違 い 、及 び 、学習意識
・
行動 と の 関連

結 果 に っ い て 提 示 した い 。

〈参考文献〉

大阪 大学 ・大学院人 間科学研 究科 教育 技術 開発 学研

　　 究室 編、2004、『大学生 に と っ て 、い ま 「大学1

　 　 とは ？ 』。

小 杉 礼 子 編、2007 、『大 学生 の 就職 とキ ャ リア
ー 「普

　 通 」 の 就活 ・個別 の 支援』勁草書房。

一267一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

永 野 仁編、2004、『大 学生 の 就職 と採 用
一学 生 1，143

　　 名、企 業 658 社、若 手 社員 211 名、244 大 学の

　　 実証 分析 』 中央 経済 社。

研 究代 表者 武 内清、2007 、『現 代大 学 生の 生 活 と文

　　　　化』 （平成 16〜18年 度 文部 科学省研 究 補助 金

　　　 研 究成 果 ・最終報 告書 ）。

藤井泰 ・山 田浩 之 編 『地方都市 にお け る学 生 文化 の

　　　　形 成 過 程 』 （松 山大 学 地 域 研 究 セ ン ター
叢書

表3−1 在学 してい る大学 に求め てい ること

　　　　第 3 巻）　2005 年。

谷 内篤博、2005 、『大学生 の 職業意識 とキ ャ リア 教育』

　　 勁草 書房。

日本 私立 学校振 興 ・共 済事 業団私 学 経営情報セ ン タ

　　 ー、2008、『平 成20 （2008）年 度 私 立 大 学 ・短

　　 期 大 学等 入 学 志 願 動向』

　　 くhttp：〃www ．shigaku ．go．jp！shigandoukou20 ．p

　　 齢 （最終 ア ク セ ス 2009年7月30 目）。

とて も求め て

　 　い る

ある程 度求め

　 て い る

あ ま り求 めて

　 い ない

まった く求 め

　てい ない
合計

自分の 関心 の ある 専 門分野が学 べ る 授 業や カ リキ ュラ ム 54．5 39．4 5．1 1、1100 ．0 （36331

自分の 教養を広 め る こ とがで きる授業や カ リキュラ ム 47．4 44．6 6．8 1．2100 ．0 （3634 ）

資格 取得 の た め の 支援 51．0 36．8 10．2 1．9100 ．0 （3631 ）

就職 活動 の た め の 支援 59．5 31．6 7．2 1．7100 ．0 （3630）

補 習 な ど学 習の た めの 支援 18、4 41．1 35．0 5．5100 ．0 （3623）

学 内 の 学習 施設 ・設備 の 充実 49．4 40．1 9．o 1．510G ．O （3624）

奨学金の 充実 35．6 33．3 21．3 9．8100 ．O （3624 ）

大 学 の 図書館 の 充実 47．2 37．9 12．5 2．4100 ．0 （3624 ）

表3− 2 在学 して い る大 学 につ い て の 満 足度

とて も満 足 や や満 足 や や 不満 とて も不満 合計

自分の 関心 の ある専 門分 野が学 べ る授 業や カ リキュラム 9．1 58．0 29．o 3．9100 ．0 （3565 ）

自分 の 教養 を広 め る こ とがで きる授業 や カ リキュラ ム 7．工 56．8 3 王．9 42100 、0 （3559 ）

資格 取得 の た め の 支援 8．6 48．3 36．1 7．0100 ．0 （3547 ）

就職 活動 の た めの 支援 7．8 50．O 35．3 7．0lQO ．Q （3534 ）

補習 な ど学 習の た めの 支援 5．8 53．5 34．9 5．8100 ．0 （3531 ）

学 内の 常習 施設 ・設備 の 充実 9．4 44．2 34．3 12、1100 ．0 〔3555 ）

奨学 金の 充実 B ．9 55．1 24．7 6．3100 ．0 （3535 ）

大 学の 図書館 の 充実 17．1 49．9 25．5 7．5100 ．0 （3554 ）

表 4−1　大 学生 活で 身に つ けた い 知 識
・
技能

・
態度

希望 どの 程度身に つ い て い るか

ぜひ 身

に つ け
た い

身 に つ

けた い

特 に思

わな い
合 計 とて も

あ る程

　度
あま り

ま っ た

　 く
合 計

文 章を読 ん で 理解す るカ 63432 ．s371000 （3641） 4346444 ．1511000 （3591）

文章 で事 実や 自分の 考 えを説明 する 力 74．223 ．82 ．0lOO ．0 （3639 ） 3．532 ．355 ．88 ．4100 ．0 （3589）
プ レ ゼ ン テ ーシ ョン の 能 力 71．225 ．43 ．4100 ．0 （3639 ） 3．520 ．758 ．717 ．2100 ．0 （3587）

数理 的 な処 理能 力 39．042 ．318 ．7100 ．0 （3639） 2．618 ．548 ．430 ．5100 ．0 〔3587）

論理 的な思考力 56．836 ．96 ．3100 ．0 〔3634） 3．627 ．254 ．115 ．0100 ．0 （3580）

幅広 い 知識 75．O2aO2 ．QlQO ．0 〔3635 ） 2．623 ．861 ．112 ．5100 ．D （3569）
自分の 将来の 方向 を考 え る こ と 67．928 、63 ．5100 ．0 〔3636 ） 9．439 ．041 ．89 ．8100 、D 〔3576）

外国語 の コミュニケ
ー

シ ョ ン能 力 48．836 ．015 ．2lOO ．0 〔3637） L915 、648 、234 ．3100 ．0 〔3578）

社 会常識 72．524 ．92 ．6100 ．0 （3637 ） 6．850 ．536 ．了 6．0100 ．0 〔3578）

自分に 自信を持っこ と 64．029 ．76 ．3100 ．0 （3637 ） 7．127 ．648 ．616 ．6100 ．0 〔3577）
他者 に対 す る寛容 性 59．036 ．44 ．6100 ．0 （3637 ） 9．546 ．038 ．56 ．0100 ．0 （3579）

倫理観 を養 うこ と 44．447 、08 ．6100 ．0 （3636 ） 5．437 ．447 ．89 、4100D 〔3579）

自分 の 大学に 対す る所属意識 20．94D ．538 ．6100 ．0 （3629 ） 5．829 ．746 ．11841000 （3577）

自分の 専 門分野 に 開す る 知識 ・技 能 68．827 ．24 ．o100 ．0 （3639 ） 2．729 、656 ．211 ．5100 ．0 〔3585 ＞
卒業後 の 仕事 で役 立っ 知 識 ・技 能 77、519 ．82 ．6100 ．0 （3640 ） 2．52 ユ、861 ．813 ．9100 ．0 （3586＞

卒業後 の 私的 生活や 趣味 で役 立 っ 知識 ・技能 57．835 、07 ．2100 ．0 （3639 ） 4．630 ．853 ．610 ．9100 ．0 （3583）

表 4・2 　求 める教 員像

どの 程度求め て い る か ど の 程 度 い る と思 うか

とて も
ある程
　度

あ まウ
全 くな
　 い

合計
とて も

多 い

や や多
　 い

やや 少

な い

とて も

少な い

．へ言↓口　月口

高廣な研 究能力を もつ 教 員 26155B158231000 （364ω 151541268411000 〔3463）
専門分野 の 幅広 い 知識を もっ 靫員 4404796 ．7131000 　363D2265362053 ウ 100D 　3458

專門を超 えた幅広 い 知識 ・教養を もっ 教員 354495134171000 　3617114455370611DDD 　 3436

わ か りやす い 授業 を行 う教員 75221130081000 （3633〕 762695121431000 〔3457）

学生 の 音 欲 を引 き出す教員 6732565 臼 1310003611 ） 6621752 ．71 呂 9100D 　 3431
コン ピュータ な ど情 報 機 器 を扱 う 二 とが で きる 教員 lgo492282371000 （3636） 工1649434843IoOl 〕〔3453 ）

外国譖 の コミュニ ケ
ー

シ ョン 能力を もっ 教員 20338833 呂 711000363 謳〕 1124104096910DO 　3455
掌 生 の 立場 に な って 考え る 教員 5963177314100D （3640〕 7331049 呂 1301000 〔3457）

授 業 以 外 の 場 で学 生 と コミュニケ
ー

シ ョ ン を行 う教員 3354 ワ 1208371000 （3638｝ 7631245 呂 1551DOO 〔3454）
社会 常 識 を 身 に つ け て い る教 員 59932662141000 （364ω 1605292595 ワ 10DO 〔3452）

倫理観 を身 に つ け てい る教員 346436191271000 （3638〕 955033574610DO 〔3446）

掌生の就職支援をす る教員 526365921810003637 ） 10．73994D ．O9410DO 〔3451｝
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